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中小企業診断士

⑮涸櫻なの科 学 的経 営 入 門 全6回シリーズ
第1回 :「売上高は役に立たない!」

こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
「
科
学
的
経

営
入
門
」
と
題
し
て
、
中
小
企
業
の
皆

様
が

「楽
を
し
て
儲
け
る
た
め
の
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第

一
回
目
は
、
「
売
上
高
は
役

に
立
た

な
い
！
」
で
す
。

●
利
益
と
は
何
か
？

利
益
と
は
、
収
益

（売
上
）
か
ら
費
用

（経
費
）
を
差
し
引

い
た
も
の
で
す
。

こ
の
差
額
が
プ
ラ
ス
な
ら
黒
字
、

マ
イ

ナ
ス
な
ら
赤
字
と
な
り
ま
す
。
従

っ
て
、

利
益
を
上
げ
る
た
め
に
は

「売
上
ア
ッ

プ
か
経
費
削
減
」
し
か
な

い
と

い
う

の

が
会
計
の
世
界
で
は

「常
識
」
に
な

っ

て
い
ま
す

（本
当
は
違
う

の
で
す
が
）
。

●
利
益
が
発
生
す
る
の
は
い
つ
？

企
業
に
お
い
て
利
益
が
発
生
す
る
の
は
、

「商
品

（製
品
）
を
販
売
し
た
時
」

で

す
。
そ
れ
以
外
に
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

セ

ッ
ト
で
発
生
す
る
の
が
販
売
し
た
商

品

（製
品
）
に
対
応
す
る
売
上
原
価
で

す
。
仕
入
れ
た
商
品

（製
造
し
た
製
品
）

は
売
れ
る
ま
で
は
棚
卸
資
産

（在
庫
）

と
し
て
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

●
売
上
高
は
役
に
立
た
な

い
！

企
業
に
と

つ
て

「売
上
高
」
は
重
要
な

要
素
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
売
上
高
の
拡
大
だ
け
を
追
求

す
る
こ
と
が

い
か
に
経
営
に
弊
害
を
及

ぼ
す
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
簡
単
な
ク
イ
ズ

次

の
ク
イ
ズ
は
、
西
順

一
郎
著

『戦
略

会
計
入
門
　
一冗
上
高
は
役
に
立
た
な
い
』

（
ソ
ー
テ
ッ
ク
社
）
か
ら
引
用
し
た
も

の
で
す
。

●
あ
る
靴
屋
の
失
敗

あ
る
靴
屋
が
、
新
し
い
靴
を
仕
入
れ
た
。

そ
の
靴
を

い
く
ら
で
売
れ
ば
良

い
の
か

と

い
う

の
が
ク
イ
ズ

で
す
。

（Ａ
案
）
売
価
を
三
千
円
に
す
る
と

十
足
売
れ
、

（Ｂ
案
）
二
千
円

に
す
る

と

二
十
足
売
れ
、

（Ｃ
案
）

一
千
円
に

す
る
と
六
十
足
売
れ
る
と

い
う
と
き
、

あ
な
た
な
ら
ど
れ
を
選
び
ま
す
か
？

●
Ｐ

Ｔ
冗
価
）
と
Ｑ

⌒数
】尋

こ
の
例
の
場
合
、
「売
価
」
を

「
Ｐ

（プ

ラ
イ
ス
と

と

い
い
、
「数
量
」
を

「
Ｑ

⌒ク
オ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

と
い
い
ま
す
。

●
Ｐ
Ｑ
　
は
売
上
高

「売
上
高
Ｐ
Ｑ
＝
単
価
Ｐ
×
数
量
Ｑ
」

な
の
で
、
靴
が
三
千
円
で
十
足
売
れ
る

と
き

「売
上
高
Ｐ
Ｑ
」
は

「
Ｐ
×
Ｑ
」

で
三
万
円
と
な
り
ま
す
。

●
Ｖ

⌒変
動
単
価
）
と
Ｍ

⌒粗
利
単
価
）

売
上
高
Ｐ
Ｑ
の
大
小
で
判
断
す
る
な
ら

売
上
高
Ｐ
Ｑ
が
六
万
円
の

「
Ｃ
案
」
を

選
び
た

い
の
で
す
が
、
正
解
は

「仕
入

れ
は
い
く
ら
か
？
と
聞
く
」
で
す
。

仕
入
単
価

の
こ
と
を

「
Ｖ

（バ
リ
ア

ブ
ル

・
コ
ス
ト
＝
変
動
単
価
と

と

い

い
ま
す
。

仕
入
単
価
が

一
足
七
百
円
だ
と
す
る

と
、
Ｐ
（プ
ラ
イ
ス
）
を
三
千
円
で
販
売

す
る
と
Ｖ
（変
動
単
価
）
が
七
百
円
だ
か

ら
Ｍ

（粗
利
単
価

＝

マ
ー
ジ

ン
）
は

一

足
二
千
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

●
Ｍ
Ｑ

⌒粗
利
総
額
）
は
Ｍ
×
Ｑ

Ｐ

（単
価
）
×
Ｑ

（数
量
）
＝
Ｐ
Ｑ

釜
冗

上
高
）
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｍ

（粗

利
単
価
）
×
Ｑ

（数
量
）
＝
Ｍ
Ｑ

（粗

利
総
額
）
に
な
り
ま
す
。

Ｍ
Ｑ
は
、

マ
ー
ジ
ン
総
額

・
付
加
価

値
総
額

・
限
界
利
益
総
額
と
も
呼
ば
れ

ま
す
が
、
こ
の
Ｍ
Ｑ
が
損
益
計
算
で
は

一
番
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

従

っ
て
、
こ
の
ク
イ
ズ

の
答
え
は
、

Ｍ
Ｑ

（粗
利
総
額
）
が

一
番
多

い
Ｂ
案

で
売
れ
ば
良

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

●
Ｆ

⌒固
定
費
）
と
Ｇ

⌒利
益
）

こ
の
店
で
は
固
定
費
が
二
万

一
千
円

か
か
り
ま
す
。
固
定
費
の
こ
と
を
Ｆ

（フ

ィ
ッ
ク
ス
ト

・
コ
ス
ト
）
と
い
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
利
益
Ｇ

（ゲ
イ
ン
）
は

い

く
ら
に
な
る
で
し
ょ
う
？
こ
れ
を
ま
と

め
る
と
次

の
表
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
案
を
採
用
す
れ
ば
、
Ｇ

（利
益
）

が
最
大
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

赤
字
と
な
る
Ｃ
案

の
収
益
構
造
を
図
に

す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
案
は
、
Ｆ

（固
定
費
）
二
万

一
千

円
を
賄
え
る
だ
け
の
Ｍ
Ｑ

（粗
利
総
額
）

を
獲
得
し
た
と
き
、
つ
ま
り
Ｑ

（数
量
）

が
七
十
足
に
な

っ
た
と
き
に
初
め
て
Ｇ

（利
益
）
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

●
損
益
分
岐
点
の
公
式

損
益
分
岐
点
と
は
、
右
図
の
破
線
部
分

の
Ｇ

（利
益
）
が
ゼ

ロ
の
時
な
の
で
、

式
で
表
す
と

「
Ｍ
Ｑ
＝
Ｆ
」
と
な
る
。

こ
の
公
式
に
は
Ｐ
Ｑ

雲
冗
上
高
）
は
出

て
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
企
業
に
と

っ
て

重
要
な
の
は
Ｐ
Ｑ

（売
上
高
）
で
は
な

く
Ｍ
Ｑ

（粗
利
総
額
）
な
の
で
す
。

●
経
営
と
は
Ｍ
Ｑ
∨
Ｆ

人
件
費

・
経
費
等

の
Ｆ

（固
定
費
）
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
比
較
的
容
易
で
す
。

従

っ
て
、
経
営
者
は
Ｆ

（固
定
費
）
を

上
回
る
Ｍ
Ｑ

（粗
利
総
額
）
を
獲
得
す

る
こ
と
を
目
標
に
経
営
を
行
う
こ
と
が

楽
し
て
儲
け
る
経
営
の
近
道
な
の
で
す
。

●
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C案の収益構造
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A案 B案 C案

P(売価) 3,000「rl 2,000「 1 1,000111

V(変動単価) 700F号 700円 700Fl

M(粗利単価) 2,3∞円 1,300円 300円

Q(数量) 10足 20足 60足

PQ(売 L高 ) 30,000円 40,000円 60,000円

VQ(変動費) 7,000Fl 14,000円 42,000円

MQ(粗利総額) 23,000円 26,000円 18,000円

F(固定費) 21,000Fl 21,000円 21,000FЧ

G(利益) 2.000Fl 5,000円 ●3.000Fl

【全体】
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